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蟹野会長　功労表彰受賞される
　７月７日（火）、令和２年度富山
県自治会連合会総会において、蟹野
正男いつついし自治会会長が功労表
彰を受けられました。平成 22 年か

ら南砺市福光自治振興会会長を務められ、同時に南砺
市自治振興会連合会の理事として、多年にわたり自治
会組織の要職として地域の発展に務められたことによ
り表彰されました。長年の御苦労に感謝申し上げます。
今後も福光地域のみならず南砺市全体の発展に寄与し
ていただきますよう、さらにお願いしたいものです。

福光交流センターの活動から

いつついし自治会
７月町内会長会第 4回町内会長会

　７月 22 日（水）、いつついし自治会７月町内会
長会を福光交流センターで開催しました。
１．水口市議から次のような話がありました。
・新型コロナ対策として、２千円で５千円分の
クーポン券が買えるなど、南砺市独自の経済政
策を行います。

・消雪配管については、希望があれば要望書を必
ず出してください。

２．各担当から、次のような連絡事項がありました。
・中学生以上の全住民を対象にアンケート調査を
実施します。目的は住民の困りごとや要望など
幅広く実態を把握し、いつついし自治会各部の
事業に反映させるためです。次回の町内会長会
で各町内の対象となる人数を報告してくださ
い。

・南砺市から、様々な補助金制度の一覧表が出さ
れました。希望があれば申請してください。

・「カギかけんまいけ！」運動のポスターやチラ
シを各町内に配布しますので、各町内で周知し
てください。また、のぼり旗５本は各通りに立
てます。

・南砺市防災訓練を８月 30日（日）に福光交流
センターで行うことになりました。規模は縮小
して行われる予定です。

・未来支援センターの会員に、いつついし自治会
と福光交流センターの２件申し込みました。未
来支援センターのＨＰを見てください。また、
町内の活動も載せられますので利用してくださ
い。

　７月 11日（土）・12日（日）の２日間、福光交
流センターで（故）畑中潤朗君作品展が開催されま
した。主催は亥子会（同級生）有志となっていまし
た。亥子会（昭和 22 年・23 年生まれ）で故人と
いうのはまだ若いなと思い、展示の準備をされてい
る方に聞いたところ、昨年７月に亡くなっており、
まだ早い段階で同級生の方々で展示会を開催される
とは、福光独特の “神輿会” の中でも団結の強いグ
ループだと思いました。
　展示の準備中に飾られていく水彩画を見ているう
ちに、この絵は、「皆に見て貰いたいな。」「多数の
人に見て貰いたいな。」との思いになり、同級生の
団結力の表し方の一片を紹介しようと今回の記事と
いたしました。
　午前に準備が終わり、午後からの展示を開始する

と、同級生の女性陣が次から次に訪れ、お互いの消
息話に花を咲かせながら絵を鑑賞され、「上手やね。」
「きれいやね。」の言葉があちこちで聞かれました。
今回のような発表会にも、交流センターを利用して
頂ければと思います。�（交流センター長・出村孝志）
　主催者：亥子会
　発起人　西野尚一（川原町）・森田憲二（天神）
　　　　　� 畑中潤朗氏は福光川原町出身
　展示作品　水彩画
　テーマ　山なみの風景画・静物・人物・動物など
　今回の展示　作品数　27点
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松村記念会館では、
　収蔵品の中から松村謙三や関係した人の遺墨を展示しています。
� ここではその中から７点を紹介します。
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松村は 1923 年（大正 12）永井柳太郎らと中国を訪問した。翌年１月、青島の康有為を訪ねた際、

揮毫されたものと思われる。康は清末の政治家で政治改革（戊戌の変法）を行ったが、西大后の

反対にあって失脚した。

松村は 1929 年（昭和４）町田農相の秘書官となった。以来政治活動を共にし、1950 年（昭和

25）町田の生涯を『町田忠治翁伝』として刊行した。
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※松村さんの遺墨を見ると、その署名には　松村謙三　松村謙　松邨謙三　松邨謙の４通りあります。
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福光地区
９月行事のお知らせ
9/9（水）� 第３回上映会
� 午後１時30分より
9/18（金）� 第６回そくさい会
� 　午後１時30分より
9/21（月）～30（水）
� 秋の交通安全運動
9/23（水）� 町内会長会� 午後７時より
9/25（金）� 福寿大学� 午後２時より

第 1回上映会＆そくさい会開催
　待ちに待った第１回上映会とそくさい会を開催することが出来ました。参加者
にはコロナ感染防止対策の為、体温測定と消毒をしてから入場していただきまし
た。７月８日 ( 水 ) の上映会には 18名の方が来られました。17日（金）のそく
さい会には 20名の参加者がヘルスボランティアさんによる恒例の血圧測定を受
け、会場も３密にならないように席の間隔をあけ全員マスク着用で行いました。
　今回は新型コロナウイルスについてプロジェクターで映しながら勉強しまし
た。初回なので体操など動きのあるものは控えて行いましたが、様子を見ながら
皆さんに楽しんでもらえるような内容を考えたいと思っています。どちらも皆さ
んのお越しを心からお待ちしております。

　新型コロナウイルスの影響で各種イベントが中止
となり、福光春祭り、ねつ送り七夕祭りも中止にな
りましたが、７月 21日（火）宇佐八幡宮にて福光
農業協同組合の五穀豊穣祈願祭が、福光ねつおくり
七夕祭り実行委員会と共催で行われました。時々小
雨がぱらつく中、神事が行われ稲の熱の被害防止と
豊作を祈願しました。その後、令和元年度の米麦改
良農業者団体の表彰が行われました。
　今年度より 11地区を３地区に分割し、３地区内
から１地区を選抜する方法に改められ、中部地区（石
黒・広瀬・南蟹谷・福光）から農事組合法人・南蟹
谷営農、南部地区（広瀬舘・西太美・太美山・東太

美）からは農事組合法人・香城寺営農、東部地区（吉
江・北山田・山田）からは農事組合法人ひさとが、
南砺市長より表彰されました。例年なら、終了後、
田んぼに熱が出ないように「ねつ送り太鼓」を打ち
鳴らして巡回するところですが、今年は中止せざる
を得なくなりま
した。夏の一大
イベントがなく
なると寂しいも
のですね。来年
はぜひ行いたい
ものです。

令和 2年度五穀豊穣祈願祭開催される

日　時：10月 17日（土）午後２時より
場　所：福光交流センター１階ホール
内　容：ハーバリウム
参加費：2,000 円（当日集金）材料費 2,500 円のうち 500 円助成
参加申し込みは交流センターへお願いします。
申込用紙は事務所前に有ります。
　　　　福光交流センター電話�52-4684 ／ Fax�88-0226
参加申し込み締切：10月４日（日）

第 2回花の講座案内


